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苦情解決の話合いへの立会いや、「サポートくん」を始めとした事業所への助言に活躍いただい

ている苦情調整委員よりメッセージをお届けします。今回は昨年よりコロナ対応がらみの苦情が

増えていることに鑑み、参考となる工夫について寄稿いただきました。 

 

「コロナ禍での保育行事運営の工夫」 

福祉サービス苦情調整委員  

名古屋文化学園保育専門学校非常勤講師 後藤 加代子 
 

高齢者へのワクチン接種が進み、大学では学生への接種も始まろうとしています。昨

年から、新型コロナの影響で保育の世界も大きく変化しています。 

保育は、本来子どもとの関わりが大切な仕事で“密”があたり前、保育園では様々な

努力と工夫をされていることと思います。 

そんな中でも、多くの保護者が参加する行事については、今までの行事の取り組み方

を見直したり参加の方法を工夫したりして、感染予防に心がけてみえると思います。 

保育園の保護者参加で、一番大きな行事は運動会です。昨年秋の運動会では、混乱し

ながらも細心の注意を払って実施されたことでしょう。今回は A、B、2 ヶ園の取り組

み方をご紹介させて頂きたいと思います。 
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A 園では、運動会そのものを見直す機会とし、今までの様な運動会ではなく思い切っ

た大改革をされました。例年体育館などを借りて室内で沢山の保護者や祖父母が参加す

る運動会を実施していて、保護者の皆様も楽しみにしていた行事を、全く違うフェステ

ィバル形式にされたのです。 

3 歳児~5 歳児対象で、2 部制にしてさらに 5 グループに分けて親子で楽しむ遊びや製

作コーナーを作り、密にならない工夫と消毒にも心がけて実施されたそうです。 

運動会というイメージを思い切って大きく変えた取り組みですが、保護者アンケート

には以下のような評価する声が多く寄せられました。 

「親子で製作することや作った紙飛行機で点数を競う

という内容もよかったと思います」「 はじめての試みで先

生方も大変だったと思います。 コロナ の状況で子ども達

と一緒に保育園で過ごすことができ楽しかったです。」「コ

ロナで運動会が出来なくて残念でしたが、会を開催できた

事だけでも感謝しています。 」「子供たちが作った世界が

あって…その中でみんなで何かを作るっていう活動がと

ても良かったです！本人も 楽しそうに参加していまし

た。先生たちの人数も良かったと思います。自分で作って

持って帰ってきた恐竜が壊れてしまって悲しがってまし

た(笑)運動会なくなってすごく残念でしたが…フェスティバルも フェスティバルでい

いなと思います(*´∀｀*)」という感想がありました。 

 

また B 園では、運動会は今まで通り開催し、体育館に入る保護者の参加人数を制限し、

年齢ごとに入れ替えをして実施したという事例もありました。保護者の通路は一方通行

として、一クラスごとに消毒や窓の開放と大きな扇風機での空気を循環させるなどの配

慮も忘れないで実施したということです。運動会の 2 週間前から体調チェックをお願い

して、親子競技は中止としても、保護者の方は協力的だったとのことです。 

大きな変更は、保護者の方々から反対意見や苦情がでる場合が多いのですが、この 2

ヶ園は、日頃から信頼関係を作ってきている事もあり、苦情

もなく園の取り組み方を尊重し協力して頂けたようです。 

今年度は春のクラス懇談会を Zoom で実施し、子どもの様

子を動画配信して実施したそうです。                    

多くの保育園ですでに様々な工夫をして実施されている

事とは思いますが、こんな時だからこそ、もう一度今まで行

ってきた行事の取り組み方や、取り組む意義などみんなで見

直してみてはいかがでしょうか？ 

昨年の反省を基に、子ども達が楽しく参加できる行事につ

いて、職員だけではなく保護者の方々と一緒に新しいアイデアを出しながら皆でこの大

変な状況を乗り切っていきたいですね。 

 

 

 



 3 

 

 

 

苦情調整委員は毎月開催される苦情調整委員会において、苦情解決に向けての方策を審議し、契約事

業所の皆さまに助言や提言を行います。 

事業実施要綱に、委員または委員会の職務として「苦情についての事情調査・確認」、「話合いの場への立

会い」、「苦情解決への助言」、「苦情解決の方策や福祉サービスに関する提言」が定められています。 

 

 【 福祉サービス苦情調整委員名簿】      令和３年６月１日現在（順不同、敬称略） 

氏 名 所 属 等 

新 信  聡 愛知県弁護士会 

手 嶋 雅 史 椙山女学園大学人間関係学部 教授 

後 藤 加代子 名古屋文化学園保育専門学校 非常勤講師 

佐々木 裕 子 愛知県看護協会 ／ 愛知医科大学看護学部 准教授 

奥 田 亜由子 愛知県社会福祉士会 ／ 日本福祉大学 非常勤講師 

牧 平 順 子 元名古屋市子ども青少年局保育部主幹 

 

 

 

（１）苦情受付件数の入力 

今まで毎月 FAX 等でご報告いただいておりました苦情受付件数をオンラインにて簡単に

ご報告いただけます。ご報告件数の年間集計も確認できますのでご活用ください。 

 

①会員ウェブサイ

トにログインし、

「苦情受付件数入

力」ページにアクセ

スする。 

 

 

 

 

 

 

３．市社協会員ウェブサイトを活用下さい 

２．令和 3年度苦情調整委員について 
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②当該月に受付した件

数を入力 

※入力注意点 

・グレー部分は過去月です。

編集はできません。 

・月ごとの合計と今年度累

計欄は自動計算されます。 

・0 件の場合は 0 を入力し

て下さい。（空欄はエラー） 

・当月分の〆切日は翌月 15

日となります。 

 

 

 

（２）苦情相談事例の検索 

・当センターで過去に受付した苦情相談の事例検索を行うことができます。事業所種別

と苦情内容別などで、条件を設定して検索してみて下さい。 

 

苦情相談センターからのお知らせ 

☆令和３年度前期苦情相談事業研修会、申し込みは８月１６日（月）までに！ 

 日 時：令和 3年 8月 27日（金）14：00～16：00 （オンライン実施） 

 講 師：椙山女学園大学教授 手嶋 雅史 氏 

 テーマ：「大丈夫？あなたの職場の苦情解決のしくみ 

～苦情解決制度スタートから 20年を機に見直そう～」 

 詳細は今回同封しました「研修会開催要領」をお読みの上お申し込みください。 

 

☆苦情受付報告書は０件でも毎月、翌月の１５日までにお願い致します。 

☆令和 3 年度より、上記のように全ての契約事業所様において会員ウェブサイトから苦

情受付報告書の入力ができるようになりました。 

☆ご不明点は気軽に下記までお問い合わせください。 

 

 名古屋市社会福祉協議会福祉サービス苦情相談センター  

   E-mailアドレス：kujo-sodan@nagoya-shakyo.or.jp 

 

②入力対象月は「白色」になっ

ていますのでそこに受け付け

た件数を入力してください。 

mailto:kujo-sodan@nagoya-shakyo.or.jp

